
創造性と先進性のある学校経営を進め、保護者や地域の信頼に応える学校を目指す。学校教育の成果を継承しつつ、「不易」と「流行」を見極めて、改革・改善を図る。

　　　　　　○目指す学校像　　　　　児童の学びを大切に、保護者、地域とともに歩む学校

　　　　　　○目指す児童像　　　　　進んで学び、よく考えて判断し、発言し行動する児童

　　　　　　○目指す教師像　　　　　教育のプロとしての自覚と、誇りと情熱をもった教師

学年 評価 評価 御　意　見
① 3.6

② 3.0

③ 3.8

④ 2.6

⑤ 3.3

⑥ 3.4

専 3.4

全 3.3

① 3.7

② 3.7

③ 3.8

④ 3.0

⑤ 3.3

⑥ 3.6

専 3.3

全 3.5

① 3.6

② 3.3

③ 3.7

④ 3.0

⑤ 3.3

⑥ 3.6

専 3.8

全 3.5

① 3.5

② 3.7

③ 3.7

④ 3.1

⑤ 3.5

⑥ 3.5

専 3.6

全 3.5

① 3.8

② 4.0

③ 3.9

④ 3.4

⑤ 3.8

⑥ 3.5

専 4.0

全 3.8

① 3.7

② 3.9

③ 3.9

④ 2.8

⑤ 3.6

⑥ 3.7

専 3.6

全 3.6

① 3.8 ･

② 4.0

③ 4.0

④ 3.4

⑤ 3.7

⑥ 3.8

専 4.0

全 3.8

① 3.7

② 3.5

③ 3.8

④ 3.3

⑤ 3.3

⑥ 3.4

専 3.6

全 3.5

① 3.7

② 3.2

③ 3.9

④ 3.3

⑤ 3.5

⑥ 3.4

専 3.3

全 3.5

① 3.8

② 3.7

③ 4.0

④ 3.3

⑤ 3.7

⑥ 3.8

専 3.5

全 3.7

　

・子どもたちのために、いつも大変な努力に感謝している。
・タブレットの活用が頼もしく感じられた。
・タブレット活用が、情報の共有化を図ることに繋がったのであ
れば、働き方改革へも更なる改善へと向かうことが期待できると
思う。
・雑務が多く大変かと思うが、情報の早期共有で効率を上げるこ
とができれば、さらに児童と向き合う時間を確保できると思う。

各主任は、計画的
に検討できるよう
に、業務の進捗状
況を把握する。担
当者は、計画的に
立案している。

90

教職員のできているという
評価７０％以上

2
教職員のできているという
評価６０％以上

1
教職員の時間ができている
という評価６０％未満

教職員

・企画会の議題を毎週確認し、直面する教育課
題を検討することができた。タブレットを活用
し、議事録を教職員に開示することで、情報の
早期共有化を図ることができた。

・来年度も三部会、企画会、職員会議の流れ
を意識した立案や提案を心掛けていく。学校
運営協議会の学校評価を最大限生かし、校務
改善に努める。

A

教職員
・校務分掌表を一人一役にしたことにより、三
部会の教員同士が互いに声を掛け合いながら、
業務にあたることができた。
・校務分掌の再編成を受けて、各支援部の垣根
を越えて業務を行うことがあり、連絡調整が困
難な面もあった。

・来年度の校務分奏の割振りは、今年度の反
省を生かして、担当業務を再度、再検討する
とともに、業務過多となることのないように
慎重に決めていく。担当者が代わっても、円
滑な学校運営となるように、今年度の気付き
をデータ保存し、来年度の実施案や取組内容
に生かしていく。

A

・子どもたちのために、いつも大変な努力に感謝している。
・教職員アンケートが85％であり、問題意識をもって取組まれて
いることがよく理解できる。
・校務分掌に基づくことのみならず、垣根を越えて共通認識を持
ち、共通理解を深めていることは、とても素晴らしい。
・先生方の健康も大事なので、バーンアウトしない体制づくりを
求める。
・校務の引継ぎに関して、誰が引き継いでも分かるようにできる
とよい。

校務分掌の業務
内容を明確化さ
せ、一人一人の
学校運営に対す
る参画意識が高
まっている。

85
業
務
の
改
善

持

続

可

能

な

学

校

運

営

組

織

の

構

築
、

校

務

改

善

全ての教育活動を抜
本的に見直し、精選
を進め、効率化を図
る。

・校務分掌を三部会に再編成し、
業務内容の精選や担当者の位置付
けを明確にする。
・一人一人の参画意識を高め、各
組織の機能を最大限に発揮する。

4
教職員のできているとい
う評価８０％以上

3
教職員のできているとい
う評価７０％以上

2
教職員のできているとい
う評価６０％以上

1
教職員の時間ができてい
るという評価６０％未満

企画会議を中心に、
分掌部会の連携を密
にし、校務の進行管
理を円滑に行う。

・企画会議を毎週行い、直面して
いる教育課題や行事、教育活動の
在り方を検討し、見直しや対応策
を講じて、より良い教育活動の推
進を図る。

4
教職員のできているという
評価８０％以上

3

・社会の変化に対応し、一定数の担当者のみ負担す
ることにならないように学校、家庭、地域が互いに
連携し、協力し合いながらよりよい学校運営を展開
していく。
・年度初めに各種行事の運営人数を提示し、計画的
な立案と行事の運営を目指していく。

A

・地域に関わる者の一人そして団体として、東小学校と共働でき
ることはとても幸せなことだと感じている。
・学級や地区委員の負担について学校が理解して下さり心強い。
・コミュニティスクールの全容が理解できていないので、地域に
見えるよう可視化してほしい。
・保護者の現状評価は高いので、長期的な視点で着実にコミュニ
ティスクール化を進めてほしい。

学校は、保護者の
会、育成会、関係
機関等と協力し
て、教育活動を進
めていると思いま
すか。

85.6

3
保護者の行っているとい
う評価70％以上

2
保護者の行っているとい
う評価60％以上

1

保護者

・今年度は、保護者の会、育成会、各種運営委員会が
担っている内容と学校の業務を再検討し、次年度の活
動内容を整理した。
・学校運営連絡協議会で来年度から実施される「コ
ミュニティスクール」の方針を示し、各関係諸団体と
内容を確認する必要がある。保護者の行っているとい

う評価60％未満

3
保護者の行っているとい
う評価70％以上

2
保護者の行っているとい
う評価60％以上

1
保護者の行っているとい
う評価60％未満

A

・準備期間を想定して、早めの発信及び校内での統一は本当に助
かると思う。是非、実践してください。
・改善策は、良いと思う。保護者からの声に耳を傾け、課題を見
出したことに頭が下がります。誰にでも分かりやすい紙面づくり
の必要性を気付かれた今後に期待しています。
・ホームページなど実際の閲覧状況はどうなのか。技術的には自
動的に把握することはできると思う。SNSを活用した情報発信も
効果的かと思う。
・保護者以外の方々にも学校のことを知ってほしい。

学校は、教育活
動の様子をお便
りやホームペー
ジを通して、情
報発信に努めて
いますか。

90.4

児童のできているという
評価６0％以上

1
児童のできているという
評価６0％未満

B

・SOSを出しやすい環境整備が何よりも重要。心に寄り添うこと
を大切にしてください。
・困っていない時に、相談窓口の存在を聞いても全く頭に残らな
いと思う。困り事が生じた時に相談できるように、ロールプレイ
などで実際に相談場面をやってみるのも良いと思う。
・親や先生ではなく、外部の方に話せるケースもある。外部機関
との連携を進めてほしい。
・スクールカウンセラー来校日を知らないと言っている。もっと
周知が必要かと思う。

児童 ・学期末やふれあい月間に合わせて、市の教育相談窓口の手
紙を説明、配布したり、生活指導集会で具体的な例を示しな
がら紹介したり周知している。
・困った時は、どこに相談してよいか分からない児童が2割
程度いることが分かった。ふれあい月間以外の時も、常に教
職員や関係機関は相談に応じることを話す必要がある。
・相談窓口に関する手紙を配布する際には、内容について全
校で説明している。普段の学校生活で相談窓口について話す
機会は学級によって違いがある。

・学級活動や道徳、関連のある学習を行う際などで、日常
的に相談機関の存在について話していく。
・スクールカウンセラーや教員が寄り添って対応していく
ことについて、集会や手紙、学級指導を通して児童に知ら
せていく。
・困ったことがあった時のSOSの出し方は、ふれあい月
間や日頃からの周知を継続して行うことで、様々な相談機
関があることを伝えていく。

困った時には、
様々な相談窓口
があることを
知っている。

80.6

豊
か
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・
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支
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充

実

保護者
・ホームページ担当者を増員したことにより、各学年
の教育活動の様子を随時更新し、様々な活動を発信す
ることができた。
・家庭から学用品（材料含む）を準備期間が短い、掲
載内容が分かりづらいとの意見があった。学年便りで
の情報発信の場を有効に活用できていない現状があ
る。

・次年度は、各行事や校外学習の様子を適宜掲載
し、家庭や地域とのつながりを意識した情報発信を
心掛けていく。
・次年度は、準備期間を想定した早めの情報発信を
心掛け、学年便りの持ち物欄の形式を校内で統一さ
せ、分かりやすい連絡内容に改善する。

特別支援教育、虐待
防止やいじめ対策に
ついて校内委員会で
組織的に対応する。

・特別支援学級との交流や共同学習を充
実し、特別支援教育の理解を促進すると
ともに、人権尊重の精神を育む。
・教育支援コーディネーターを中心に、
校内委員会にて校内外の組織や機関を活
用し、改善策及び課題解決を図る。
・各種アンケートを定期的に実施し、児
童の心に寄り添い、相談しやすい環境を
維持する。

4
児童のできているという
評価80％以上

3
児童のできているという
評価７0％以上

「西東京あったか先
生」に基づき、全教
職員の共通理解と共
通実践を推進する。

・実践的な研修や事例を基にした研修
を通して、全教職員の共通理解を図
る。
・事象に対して、行動を振り返ること
を大切にし、今後の生活に生かせるよ
うな指導を行う。事実確認を正しく行
い、教員と児童が共通理解を図った上
で丁寧に指導する。

保
護
者
や
地
域
と
の
連
携

保
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・

地
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・

他

機

関

と
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携
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た

教

育

活

動

の

推

進

保護者、地域へ教育
活動を積極的に公開
し、外部人材の活用
を推進する。

・学習や活動の様子を週に2学年ず
つ更新し、本校の教育活動を地域
や保護者へ発信する。
・毎月の学校便りやホームページ
で行事や地域人材を活用した学習
の写真を掲載し、保護者や地域へ
発信する。

4
保護者の行っているとい
う評価80％以上

青少年育成会、関係
諸機関との連携を深
め、コミュニティス
クール化を進める。

・保護者の会、育成会、各種運営
協議会等が担っている内容を整理
する。
・学校と地域住民、保護者が目標
やビジョンを共有できるように、
学校運営協議会を柱に、方針や計
画を提示する。

4
保護者の行っているとい
う評価80％以上

2

1
児童のできているという
評価60％未満

・タブレット学習では、各種アプリ機能を活用し、自分の考
えや気付きを表現する力が身に付いている。学年が上がるに
つれ、個人の学習状況に応じて、eライブラリや各種ドリル
を用いて自ら学習課題を設定する児童も増えてきた。
・自分の考えをもつことはできるが、相手に分かりやすく文
章化や、図や表などを用いた説明に苦手意識が高い。タブ
レットを効果的に取り入れ、授業で学んだ知識をさらに再構
築していく授業展開が必要である。

・タブレット学習をより一層充実させるために、情報教育
の年間指導計画を見直す。児童の思考力・表現力を身に付
けさせるために、従来の紙媒体での表現と電子化の表現の
良さを効果的に活用し、授業改善に努める。
・膨大な情報量から、必要な情報を取捨選択できるよう
に、あらかじめ教師が情報量を精選しすることで情報収集
を促す。
・思考ツールの活用法をOJT研修で深め、広めていく。

A

・自らの文字は、個性の表れでもあるので、タブレットだけでは
なく紙媒体での表現も効果的に活用とのことに安心した。
・情報管理のルール等の指導もお願いしたい。
・非常に難しい目標なので、児童の自己評価が低いことはむしろ
健全かと思う。子どもにとって魅力的なタブレット学習の教材や
アプリの導入が進むとよい。

児童
・教職員は学期に１回以上のいじめ防止研修を行い、未然防
止、早期発見、早期対応に努めている。また、生活指導集会
でいじめ防止に関する話を行い、学校全体でいじめ防止に取
り組む体制をとっている。
・年度初めの児童面談にて、担任が児童の思いを聴き取り、
学校生活での悩み、相談事を聞く機会を設けている。児童理
解を深め、課題に対して早期対応をすることができている。

・どのような行為がいじめにあたるのか児童に具体的に提
示して意識付けできるよう、研修内容を見直していく。い
じめは許されない行為であることを学級指導や生活指導集
会など、様々な場面で継続して伝えていく。
・次年度も面談を実施し、気になる点は家庭と連携を深め
ながら早期に対応していく。日頃から、話しやすい環境作
りを継続し、トラブルの際も児童の思いを受け止める場所
があることを引き続き伝える。

B

・児童からの先生方への信頼感が結果に出ており、安心した。
・児童との対話時間をもっと作ってほしい。
・先生たちの目が行き届かないため、帰り道や公園などでのトラ
ブル等、学校が知らないこともたくさんあるように思う。学校と
家庭と地域の協力が大切だと思う。
・「いじめ」の定義は、非常に理解しにくい。大人の社会でも、
パワハラが大きな問題になっている。加害者側は全く自覚してい
ないため、ぜひ具体的な指導をお願いしたい。

先生たちは、い
じめにつながら
ないように、話
を受け止めた
り、相談に乗っ
たりしてくれて
いる。

94.8

1
保護者のできているとい
う評価60％未満

4
保護者のできているとい
う評価80％以上

3
保護者のできているとい
う評価70％以上

2
保護者のできているとい
う評価60％以上

1 保護者のできているとい
う評価60％未満

保護者のできているとい
う評価60％以上

児　童

自分の考えを
ノートやタブ
レットなどにま
とめて表すこと
ができる。

79.7

保護者 ・基礎基本の学習内容では、８～9割近い数値で身に付いて
いるとの結果が見られたが、高学年になるにつれ、基礎・基
本の学習内容が定着していない実態がある。
・読書では、低中学年が高く、高学年にやや低い結果が見ら
れ、家庭における読書については二極化傾向にあることが分
かった。
・家庭学習定着週間では、4割弱の家庭より改善の余地があ
るとの指摘がある。主体的に家庭学習に向かう習慣を身に付
けさせていくことが大切である。

・基礎基本は、児童の実態に応じて授業の際、補充問題を
取り入れたり、家庭における学習内容を工夫する。
・読書では、「トントン１００」の取組方法について、司
書教諭と検討を重ね、児童が継続して取り組めるようにす
る。読書指導の充実や読書月間の各実践内容の周知徹底を
行う。
・家庭学習定着週間では、本取組の趣旨を教職員全体で共
有するとともに、発達段階や個の実態に応じて課題を見直
す必要がある。

A

・基礎基本について、保護者は高評価だが、児童では高学年の自
己評価が急降下しているのが気になる。家庭学習定着週間の取組
も低調なことが気になる。
・本期間中、集中的に行うことは必要だと思う。さらに定着でき
るように毎日の学習の大切さを教えてほしい。
・家庭学習の定着は、特に高学年がしっかりとしたものを身に付
けられると、中学生になって困ることが少ないと思う。
・読書週間だけでなく朝学習の時間も活用する方法もある。

漢字や計算等、
基礎・基本の学
習内容が身に付
いている。

89.9

児童は、防犯・
防災、安全を意
識して生活して
いる。

82.2

3
保護者のできているとい
う評価70％以上

2
保護者のできているとい
う評価60％以上

1

確
か
な
学
力
の
向
上

教

職

員

の

指

導

力

の

向

上

指導の個別最適化を
進め、教材や指導法
を工夫し、授業改善
を推進する。

・言語活動の充実により、思考
力・表現力の普遍的な資質・能力
を育む。
・GIGAスクール構想に基づき、効
果的なタブレット学習を推進す
る。

4
児童のできているという
評価80％以上

3
児童のできているという
評価70％以上

2
児童のできているという
評価60％以上

教科横断的な取組を
軸にして、カリキュ
ラムマネジメントを
推進する。

・深い学びを実現するカリキュラ
ムを構築する。
・保育から義務教育９年間の系統
性を重視し、基礎・基本の定着を
図る。

4
保護者のできているとい
う評価80％以上

3
保護者のできているとい
う評価70％以上

2

体育型行事にす
すんで取り組ん
だり、休み時間
には、体を動か
して遊んでい
る。

78.7

アンケート
評価

（％） 分　析 改　善　策
学 校 関 係 者 評 価 欄教職員

教育環境や設備の点
検、整備を定期的に
実施し、安全な学校
づくりを推進する。

・定期的な安全点検の他に、看護
当番の振り返りを生かして適宜指
導し、児童とともに安全な学校づ
くりができるよう努める。
・ユニバーサルデザインを意識
し、教室や校舎内の整備・整頓を
する。

4
保護者のできているとい
う評価80％以上

保護者
・避難訓練は、毎月の訓練の積み重ねにより、安全に身を守
る行動を定着することができた。児童の避難訓練への意識も
高い。
・セーフティ教室では、各学年の発達段階に応じた内容を実
施した。年間の安全教育を通して、児童の防犯・防災、安全
意識を高めることができた。
・校内生活では、廊下歩行等室内での過ごし方に、課題があ
る。教室内外を問わず、歩行の徹底や教室環境を統一させ落
ち着いた学校生活が送れるようにする必要がある。

保護者のできているとい
う評価60％未満

3
児童のできているという
評価70％以上

2
児童のできているという
評価60％以上

1
児童のできているという
評価60％未満

・避難訓練は、いろいろな場合を想定して行うとともに、
災害に対する危機意識を常にもてるように、各学級指導を
継続して取り組む。
・校内指導は、安全で安心できる学校生活のために、月始
めの安全指導の内容について具体的な出来事を例に挙げた
り、下校時の一声指導を行ったりして、安全に対する意識
を高めていく。ユニバーサルデザインを意識して校内全体
で教室環境を整備していく。

A

・学校での避難訓練が身に付いているのか、家庭でも役に立って
いるので、このまま続けてほしい。
・児童の防災意識は全学年を通じて非常に高く、安全な学校づく
りに対しての取組は非常に進んでいる。学習発表会の「地震につ
いて学ぼう」は非常に感銘を受けた。防災意識の強い児童を通し
て、各家庭に防災意識の考え方を発信できると良い。
・北陸地方の震災の影響で、防災意識が高まっている今こそ訓練
効果が期待できる。

令和5年度　西東京市立東小学校　学校評価表

＜学校教育目標＞

　　　　　　　　　　　　　　　「ともに学び合い、心ゆたかに生きる子」

　学校関係者評価
　　A･･･評価は適切である
　　B･･･評価に一部改善が必要である
　　C･･･全体的に改善が必要である

　　　　　　○よく考える子（知）　　○思いやりがある子（徳）　　○たくましい子（体）

　西東京市子ども条例の理念のもと、自他の人権を尊重し、よりよい国際社会を築くための資質や能力の伸長を図る。　　　　　　　　　　

　自ら学び、自ら考え、心豊かで思いやりのある元気な児童の育成を目指す。

＜目指す学校像・児童像・教師像＞

健
康
で
安
全
な
学
校
生
活

児

童

の

健

康

と

安

全

の

増

進

体力づくり、健康や
食に関して計画的に
指導し、児童・保護
者への啓発を進め
る。

・業間体育の実施により、児童に
体を動かす楽しさを味わわせる。
・「遊び」が体力向上に果たす役
割を重視し、外遊びを啓発し運動
の日常化を図る。

4

領域
中期経営

目標
短期経営目標 具体的方策 目標（評価基準）

児童のできているという
評価80％以上

児　童
・中休みや体育週間の際には、校庭で元気に外遊びを楽しむ
児童が多い。しかし、学年が上がるにつれ内遊びを好む児童
が3～4割増となっている。
・今年度から、全校一斉型の体育週間を実施した。期間は1
週間に短縮したが、期間終了後、休み時間や体育の授業時間
に継続して運動に取り組む姿が見られた。体育週間の実施内
容については、改善すべき点が挙げられた。

・休み時間での過ごし方では、校庭でのクラス遊びや、看
護当番による外遊びの励行を積極的に行い、学校全体で体
力向上の取組を推奨していく。
・次年度も体育週間は1週間に設定する。委員会や3部会
において、取組内容や方法を改善していき、充実した運動
量の確保を目指す。高学年に対して、運動の良さや、健康
との関連について教科指導と絡めて指導し、児童が自主性
をもって体を動かすことを目指す。

A

・昨年に比べて４学年の評価が低くなっているのが気になる。
・体力向上を目的とした「遊び」ではなく、児童が「楽しい」と
実感する「遊び」こそが充実した遊びになると思う。
・外遊びは、先生方も休み時間率先して校庭に一緒に出ること
は、良い効果に繋がっている。
・時間に余裕があれば、クラス全体で外遊びをする日を決め、係
を中心に何で遊ぶかを意見を出し合い決定する等のやり方を工夫
してみるとよいと思う。


